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は 松 山 ら
11）
の 改 訂 版 学 級 適 応 診 断 検 査
（SMT）の尺度の内容の一部修正し、27項目
から成る学級適応尺度を作成した。因子分析
の結果、「学校への関心」（３項目）、「学習
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ル・モラールは高く、スクール・モラールが
高ければ、学校や学級に適応している状態で
あると捉えられるので、両者を分ける必要は
ないと考えられる。むしろ、次節で述べる
「児童・生徒自身の主観的な学級適応感」と
区別するべきである。
２．児童・生徒の主観的な適応感に基づく尺度
　大久保
22）
が青年の適応感に関する研究で指摘
しているように、研究者があらかじめ設定し
た、友人との関係や教師との関係、学業への
積極性、学校への帰属感などの要因の集合と
して学校および学級適応は測定されてきてい
るが
10）11）14）
　、友人との関係が良く、教師との関
係もよく、学業にも積極的に参加し、学校へ
の帰属感が高い児童・生徒は、本当に学校や
学級に適応しているとみなせるのだろうか？
現実に、学業に積極的に取り組まなくても学
級に適応していると感じている児童・生徒も
おり、学業への積極性が学級適応にイコール
に結びつくとは考えにくい
23）
。その他の要因
も、同様に言えるだろう。そこで、重要と
なってくるのが児童・生徒自身が主観的に感
じる適応感であると考えられる。
　児童・生徒自身の学校や学級に対する主観
的評価を適応感として作成した尺度は谷島
24）
が
あるが、項目が４項目と少なく、多面的に評
価ができているとは言い難く、課題を残して
いた。類似した尺度で、古市・玉木
25）
の「学校
享受感尺度」は、学校生活の楽しさの実態を
明らかにすることを目的に作成され、学校生
活の楽しさを測定する尺度として10項目で開
発されたが（例えば、「わたしは学校に行くの
が楽しみだ」「学校は楽しくて、一日があっと
いう間に過ぎてしまう」など）、谷島
24）
同様に
「学校が好きか（あるいは嫌いか）」というこ
とは測定できるが、その要因について多面的
に評価できるとは言い難かった。
　三島
26）
は児童の主観的な適応感を把握するこ
とにより、大まかな適応状況を把握し、不適
係」、「学習関係」、「学校全体」、「教師関係」
の４つの下位尺度でそれぞれ４項目、全16項
目で作成されており、項目内容は従来の研
究
10）11）14）
と類似しているが、生徒評定と教師評定
を用いた他特性－他方法相関行列を用いてい
る点で評価でき、妥当性検証については一応
の解決はついたと言える。　　　　　　　　
　検討点としては、松山ら
10）11）
　では学級適応診
断検査が「SMT：School Moral Test」と英訳
されており、松山自身も「学級適応」と「ス
クール・モラール」を同義に解釈しており
８）
、
「学級適応」と「スクール・モラール」が同
じ意味で用いられ、理解されている点を挙げ
ることができる。松山ら
８）
は、スクール・モ
ラールとは児童・生徒の学校や学級への帰属
感、安定感等を基礎とした学校や学級での諸
活動に対する積極的で意欲的な心理状態を指
すと述べており、この意味では、この尺度に
よってあらわされるスクール・モラールの水
準は、児童・生徒の学校や学級への適応感を
反映するものと考えられる
20）
。しかし、内藤ら
20）
は学校への適応とスクール・モラールとの関
係を考えると、両者間の関係は相補的なもの
であり、互いに影響を与えあうものであると
考えられると述べている。田﨑・狩野
21）
も学級
適応感と関連が深い学級モラールを測定する
ために、学級の雰囲気、級友との関係、学習
意欲といった３つのサブカテゴリーを設定
し、検討を行っている。
　このように、「学校適応」と「スクール・モ
ラール」を同義に解釈するか、「学校適応」に
「スクール・モラール」が影響を与えるか、
という２つの視点がある。内藤ら
20）
は後者の仮
説をもとに、高校生用学校環境適応感尺度を
作成したが、内容は「規則への態度」、「特別
活動への態度」を除いて、松山ら
11）
の中・高校
生用学校の尺度の下位概念と極めて類似して
いることが示された。このことから、両者の
概念は極めて類似していること、そして学校
や学級に適応している状態であれば、スクー
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定義
10）11）
　で作成された学級適応の尺度や、主観
的な学校および学級適応感
24）25）26）
　について測定
することを目的とした尺度の他に、河村ら
（代表的なものとして、河村・田上
29）
，河村
30）
）
により学級適応について、対人関係という側
面に重点を置いて捉える尺度が作成され、そ
れを用いた研究が多数なされている。　
　河村・田上
29）
は、教師がクラス内でのいじめ
被害や学級不適応児童発見のための尺度であ
る「学級満足度尺度」を作成し、信頼性およ
び妥当性の検討を行った。尺度構成は、児童
がクラス内で感じる「非侵害感」（６項目）と
「承認」（６項目）の２つの因子、全12項目で
構成されており、非侵害得点と承認得点が共
に低い児童はスクール・モラールが低く、不
安が高いことが認められており、個別面接の
結果、学級生活不満足群の児童は13％がいじ
め被害を訴え、32.2％の児童は級友のひどい悪
ふざけに耐えがたいと思っていることが示さ
れた
27）
。
　さらに河村
30）
は生徒に対する心理教育援助
サービスの具体的な領域を把握できる「ス
クール・モラール尺度（SMS）」を作成した。
尺度は５因子から構成されており、「友人との
関係」、「学習意欲」、「教師との関係」、「学級
との関係」、「進路意識」であり、それぞれ４
項目全20項目から構成され、妥当性・信頼性
の確認が行われている。尺度の合計得点か
ら、子どもたちの学校生活における意欲を知
ることができ、各領域の得点から、どの領域
に対する意欲が低いのかを知ることができる。
　これらの２種類の尺度は標準化がなされ、
小学校１～３年生、４～６年生、中学校用、
高校用の４種類が作成され、それぞれ「いご
こちのよいクラスにするためのアンケート
（学級満足度尺度）」「やる気のあるクラスを
つくるためのアンケート（スクール・モラー
ル尺度、後に「学校生活意欲尺度」と改称）」
と名づけられ、２つ合わせて「楽しい学校生
活を送るためのアンケート 」
31）32）
　として市販さ
応を感じている児童がどのような要因で不適
応感を感じているか、階層的に捉える事を目
的とした小学校高学年用の尺度の開発を行っ
た。三島
26）
によると、児童の「学校に行きた
い」という気持ちの強さが、学校生活に対す
る主観的な適応状態を反映していると考え、
そうした気持ちの強さを「統合的適応感覚」
と定義した。また、「統合的適応感覚」に影響
を与える要因として、友人関係、学習態度、
心身不健康状態といった「適応感要素」があ
ると仮定し、それに基づく尺度の作成を行っ
た。三島
26）
の尺度は、「統合的適応感覚」が３項
目、「適応感要素」として友人関係因子（５項
目）、学習態度因子（４項目）、心身不健康因
子（３項目）の全15項目であり、信頼性・妥
当性が確認されている。三島はさらに研究を
すすめ、児童の友人関係における排他性・親
密性と学級適応感との関連
27）
、中学生の友人関
係と学級適応についても検討をしており、性
差に関する有益な知見を示している
28）
。
　三島
26）
の研究により、谷島
24）
や古市・玉木
25）
の研
究が発展し、児童の主観的な適応感を測定す
ることに加え、不適応感を感じている児童が
どのような要因で不適応感を感じているのか
を捉えることができるようになった。
　検討点としては、三島
26）
は小学校高学年を対
象に尺度を開発しており、小学校高学年より
上の学年についてはアセスメントできるが、
それ以下の学年はアセスメントすることはで
きない。また、小学生高学年であっても、発
達段階が低い児童が正確に自分自身について
モニタリングできているかについては疑問が
残る。今後必要となってくるのは、児童の主
観的な適応感に加え、第三者（教師）による
客観的な評価を加えた、両者の相違を検討す
ることのできる尺度の開発と考えられる。
３．対人関係の側面を測定することに重点を置い
　ている尺度
　松山らのスクール・モラールを中心とした
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応といっても、何に重点を置いて測定するか
で、スクール・モラールを内包して捉える
か、それとも別々の概念として捉えるか区別
されると考えられた。
Ⅲ　まとめ
　本稿では、従来、日本においてなされてき
た児童・生徒の学校適応の測定に関連する研
究について、大対
３）
の述べる、「学校適応の結果
として生じる状態についてアセスメントする
ための指標」に沿って整理・検討を行い、理
論的視点の整理および検討を行った。その結
果、①スクール・モラールを理論的中心とし
て作成された尺度②児童・生徒の主観的な学
級適応感を理論的中心として作成された尺度
③クラス内の対人関係を理論的中心として作
成された尺度の３つに分類されることが示さ
れた。次稿では、「学校適応に影響を及ぼす要
因に注目した指標」
３）
について引き続き整理・
検討を行っていき、最終的には児童・生徒の
学校適応について、尺度を用いてアセスメン
トすることでの臨床的介入の可能性について
考察していきたい。
れている。
特に、学級満足度尺度
29）
を用いた研究はその後
も盛んに行われている。例を挙げると中学生
の学校不適応と欠席行動、ソーシャルスキ
ル、自尊感情の関連
33）
、中学生の学級内におけ
る自己開示が学級への適応に及ぼす効果
34）
、小
学生、中学生の学級適応とソーシャル・スキ
ルとの関連の検討
35）
、小学生が学級内で活用し
ているソーシャル・スキルと学級適応との関
連
36）
、中学生のショートエクササイズによる継
続的な構成的グループ・エンカウンターが学
級適応に与える効果の検討
37）
、中学生の内的作
業モデルと学校適応との関連
38）
、集団社会的ス
キル訓練が児童および学級集団に及ぼす効果
の検討
39）
、児童の学級適応と自尊感情の関連性
40）
、
中学生の一学年間における不登校傾向の変化
と学級適応感との関連
41）
、自尊感情、非排他性、
肯定的フィードバックという観点から、学級
適応感を支える要因の検討
42）
、中学生の本来感
との検討
43）
を挙げることができる。
　松山ら
11）
の尺度を用いた研究
15）16）17）
　と比べると、
河村・田上
29）
は児童・生徒がクラス内で感じる
「非侵害感」と「承認」という、２つの因子
により学級適応感を評価することで、クラス
内での対人関係に絞って測定している。そし
て低い得点の背後には、いじめ、不登校など
の不適応行動があることが仮定できるように
なった。その結果、研究の発展として学級適
応とソーシャルスキル
33）35）36）
　、不登校傾向の変
化との関連
41）
、構成的グループ・エンカウンター
や集団社会的スキル訓練の効果が学級適応に
及ぼす影響
37）39）
　、内的作業モデル
38）
との検討な
ど、学級適応に関する研究内容が従来の教育
心理学的な内容から、より臨床心理学的な視
点の研究へと移行してきたことが、河村
29）
の研
究の意義と考えられる。また、河村
29）
は学級適
応とスクール・モラールの尺度を区別してい
るが、これは河村
29）
の意図する学級適応が、ク
ラス内での対人関係の測定を重視しているか
らであると思われる。このことから、学級適
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